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あなたは、令和4年度特定健診等の結果、

糖尿病性腎症重症化予防のための
   プログラムの対象となりました。

八 街 市 国民健康保険被保険者

お問い合わせ先
【業務委託先】
株式会社現代けんこう出版
専用フリーダイヤル

受付時間：平日 9：00～17：00
0120-243-246

糖尿病性腎症重症化
予防プログラムのご案内

　糖尿病の重症化を予防し、健康な生活を送っていただくことを目的に
参加費用無料で、専門の研修を積んだ管理栄養士が、6ヶ月間（全6回）
の改善ポイントをおさえた個別支援を行うプログラムです。
ぜひ参加申込をしてください。 9/11（月）締切

プログラムの流れ
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生活習慣改善のプラ
ンを一緒にたてます

【場所】八街市役所 
　　　第一庁舎 3階 
　　　第１会議室

個人情報のお取り扱いについて
このプログラムは、八街市の業務委託先
である、株式会社現代けんこう出版の専
門職が実施します。八街市から株式会社
現代けんこう出版に提供された個人情報
をプログラムの実施以外で使用すること
は一切ありません。

八街市 国保年金課

お申し込みの流れ

3

2

別添の「八街市糖尿病性腎症重症化予防プログラ
ム参加申込書兼同意書」を記入し、同封の返信用封
筒にて9月8日（金）までに投函する。

日時・面談場所・持ち物などが記載されています。
※9月22日（金）までに届かない場合は、下記お問い合わせ先
　までご連絡ください。

初回面談日（面談日・場所）の調整をさせていただくため、
お電話でご連絡する場合があります。

1

決定通知

申込締切日：2023年9月11日（月）

糖尿病重症化予防
テキストをプレゼント

※参加申込のない方には、後日、現代けんこう出版（03-6659-6141）の管理栄養士がご体調確認など状況を伺うお電話をします。

定員20名（先着順）

申し込む

9月20日（水）頃 初回面談決定通知が届きます

プログラム開始　表面のプログラムの流れをご確認ください

お申し込みに関する お問い合わせ先

0120-243-246
現代けんこう出版 受付時間：平日9：00～17：00

病気は進行すればするほど、治療費や生活への負担がかかる！
病気が重くなると、入院手術などの治療にかかるお金が高額になります。また、働いて
いた方が働けなくなれば、経済的な負担感はさらに増します。

糖尿病で入院

平均13.3日
約52万円

人工透析

1年で
約480万円

糖尿病治療
（薬による治療を想定）

1カ月あたり
約2万円
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【 実施機関 】 八街市 国保年金課 給付管理係　電話043-443-1139（受付時間：平日8：30～17：15）

参考:糖尿病ネットワーク 「糖尿病になったらいくらかかる」、国立国際医療研究センター 「入院した際の医療費の概算例」、
　　  日本内科学会雑誌2007年,96巻,1号「高血圧症と医療費」

このプログラムに参加されない方は、必ず定期的にかかりつけ医を受診して
ください。腎臓は早めのケアで進行が軽減されます。

1回3～5時間週3回程度の治療を続けることに！

お申し込みの方は、裏面へ

※金額はあくまで一例です。
　自己負担額は基本的には 3割です。（年齢により異なる）また、高額療養費制度等により、さらに自己負担は軽減されることがあります。

月1回電話支援を行ない
ますので現在の状況を
お聞かせください。

6ヶ月間のがんばりを
これからの生活に
つなげるポイント
をお伝えします。

この冊子は環境に配慮し、
植物油インキを使用しています。



糖尿病の恐ろしさは、合併症にある
●合併症により生活に大きな支障が出る
血糖が高い状態が続くと、血管は傷つきます。特に、細い血管が多い腎臓や目、足
先は、ダメージを受けやすい箇所です。放っておくと、糖尿病腎症、糖尿病網膜症、
糖尿病神経障害といった合併症と呼ばれる日常生活に重大な影響を及ぼす病気
に至ります。

病気が
進行すると…

重症化する前に治療を開始することが重要
●治療が難しくなる
糖尿病は、初期ならば生活習慣の改善など、比較的負担の軽い治療が可能ですが、
重くなるほどに治療は難しくなり、完治は不可能になります。

糖尿病進行のモデルケース

41歳まで 仕事が忙しく、不摂生な生活

42歳 糖尿病と診断される

45歳 足のむくみ、だるさ、喉のかわき、頻尿

47歳 通勤中、意識障害によって病院へ
 ⬇
 高血糖により即日入院
 ⬇
 糖尿病網膜症が進行していることがわかり、
 手術をするも左目を失明

52歳 腎機能が悪化し、人工透析に
 （週3回の透析治療）

56歳 足のだるさとむくみを感じ病院に
 ⬇
 壊疽により左足を切断

～糖尿病患者の体験談より～

病気が
進行すると…

命の危険、
重い障害

脳の血管が詰まり、
脳細胞が死んで
しまいます。

命の危険、
重い障害

脳梗塞

命にかかわる、
介護が必要になる可能性も

こう  そく

失明

目の血管に異常が生じ、眼底出血を
起こすことで網膜剥離などに至ります。

はく り

糖尿病網膜症
成人が失明する原因の第 3 位

心臓の血管が動脈硬化を起こし、
血管が詰まって血流が止まると、
心筋が壊死します。

心筋梗塞

え  し

壊死した部分は
再生不可能

進行すると痛みなどに鈍感になり、ケガ
に気づきにくくなります。また、血流の低
下により傷の治りが悪くなっているた
め、ちょっとしたケガでも傷口が化膿し
やすくなります。悪化すると、壊疽（細胞
が死んで腐敗した状態）になり、切断す
ることになります。

糖尿病神経障害
神経の異常…足を失うことも

糖尿病の主な合併症

足への血流が不十分になることで起こ
る病気で、足の冷え、しびれ、痛み、
歩行障害が起こります。

閉塞性動脈硬化症
自分の足で歩けなくなることも

 え　そ

壊疽

腎臓の血管が傷つき、ろ過機能
が低下して尿がつくれなくなり
ます。結果、老廃物がたまった
り、体内の水分や塩分の調整が
できなくなります。

血液透析の場合、週 2～3 回
（1 回につき 3～5 時間）病院
に通って、老廃物を外に出す。

糖尿病腎症

人工透析

人工透析の原因の第1位
糖尿病腎症ってどんな病気？

第1期
腎症前期

第2期
早期腎症期

第3期
顕性腎症期

第4期
腎不全期

第5期
透析療法期

自覚症状 なし なし 高血圧
むくみ

むくみ  倦
けん

怠
たい

感
吐き気  食欲不振

透析療法
治療の

ポイント

血糖コントロール
血圧コントロール

食塩制限
タンパク質制限

カリウム制限

第2期までに改善することが大切

1 初期の段階では自覚症状がない 2 治療の基本は血糖・血圧コントロール
　糖尿病腎症は進行の程度によって5段階に分かれま
す。第2期までの初期段階では自覚症状がほとんどあ
りません。体のだるさやむくみ、食欲不振などの症状
が現れたときは、すでに病気が進行している可能性が
高いです。

　「治療の中心は血糖と血圧のコントロールです。進
行すると、タンパク質やカリウム制限などを行います。
それでも改善が見られない場合、透析治療が必要にな
ります。」糖尿病腎症は人工透析になる原因の1位で、
新たに透析を導入する人の4割以上を占めています。


